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EARTH DAYは、アメリカの上院議員

ゲイロード・ネルソンによって創設されました。

1969年、数百万ガロンもの石油が海に流出した、

サンタバーバラ沖の壊滅的な原油流出事故を

目の当たりにしたことがきっかけでした。



1970年4月22日、

世界初のEARTH DAYが開催されました。

この日が選ばれた背景には、

春休みと期末試験の間に設定することで、

学生の参加を最大限に促そうという

明確な意図がありました。

ネルソン上院議員は、大学での討論集会を

組織し、全国規模に拡大させるため、

学生のデニス・ヘイズに声を掛けました。

この年のEARTH DAYを統括したヘイズは、

その後、運動をより促進するため、

Earth Day Network（現 EARTHDAY.ORG）を

設立、現在は名誉理事長を務めています。
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1970年のEARTH DAYには、

2,000以上の大学、10,000の公立学校、

そして当時のアメリカの人口の約10％にあたる

2,000万人が参加しました。
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1970年のEARTH DAYは、

環境運動の火付け役となり、

アメリカでは環境保護庁（EPA）が設立、

その後、大気浄化法、水質浄化法、絶滅危惧種法、

国家環境教育法などの法律が制定されました。
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アメリカで始まったEARTH DAYは、

1990年には世界的な運動となり、

今では世界中の人々が参加しています。
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2009年 国連は4月22日を、

International Mother Earth Day として制定しました。

そして、今では、環境に関する歴史的な意思決定が行われる

象徴的な日となっています。

2016年のパリ協定署名式や、2021年にバイデン大統領が

主催した気候変動サミットなど、環境分野の重要な国際イベントは、

いずれもEARTH DAYに合わせて開催されています。
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現在、EARTH DAYは、

世界最大の非宗教的かつ環境行動の日となりました。

EARTHDAY.ORGの呼びかけにより、

毎年193以上の国々で10億人以上が参加しています。
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Every Day, Everyone

EARTH DAY
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